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野村不動産株式会社（東京都新宿区/代表取締役社長：松尾大作、以下「当社」）は、2020 年より、ベトナ

ム・ハノイエリアにおいて、現地デベロッパーEcopark 社（以下、Eco 社）が 10 年以上にわたり推進する大規模開発事業

「Ecopark プロジェクト（以下、本プロジェクト）」に参画しております。当社が参画する分譲住宅を中心とした街区（以下、

本街区）において、2024 年 3 月に本街区全体の竣工を迎え、現在約 3,000 戸のうち、9 割超の引渡しが完了したことを

お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ecopark プロジェクト 当社参画街区 竣工写真】 

 

本プロジェクトは、全体敷地約 500ha、総戸数約 4.6 万戸のベトナム国内最大規模のタウンシップ開発であり、住宅・オフ

ィス・商業施設・学校・公園などの都市機能、約 100ha 超の緑や水辺といった豊富な自然を兼ね備えています。 

当社がこれまでに参画したベトナム事業において、単独で現地デベロッパーと開発した初の事業であり、建物のコンセプト設

計、防音・漏水・安全性能等への対策、温泉施設の技術提案など、当社がこれまでに培ってきた知見・ノウハウを活かし、企

画・設計段階から参画することで本プロジェクトの付加価値向上に貢献してきました。また、本街区においては Ecopark の豊

かな自然との調和をベースに日本らしさを取り入れ、温泉施設等や日本庭園等の共用空間、意匠性や品質の高さ等が現地

グローバル リリースカテゴリ 

 

ベトナム国内最大規模・ハノイエリアにおける全体敷地約500ha、総戸数約4.6万戸のタウンシップ開発 

「Ecopark プロジェクト」の当社参画街区が全体竣工 

― 日本らしさを取り入れた共用設備・デザイン等が評価、約3,000戸の9割超が引渡し済 ― 

 

１．ベトナムハノイ「Ecopark プロジェクト」における、約 3,000 戸の当社参画街区が 24 年 3 月に全体竣工 

２．Ecopark の豊かな自然との調和をベースに日本らしさを取り入れたデザイン 

３．現地ファミリー層中心に、デザインや品質の高さ、共用空間等が評価され、9 割超が契約・引渡し済 

本プレスリリースのポイント 



 

 

で高く評価されました。全体竣工にあわせて、ハノイエリアでは最大規模となる温泉施設「MORI ONSEN」」も 2024 年 3 月

に開業し、多くの方に利用いただいています。 

 

1. 計画概要 

 

 

 

 

 

 

 

2. 本プロジェクトにおける当社の取組み 

（１）日本らしさを取り入れた企画・設計 

本プロジェクトでは事業初期段階から参画することで、コンセプト立案から全ての設計工程に当社が関与しました。機能性

の高い設備仕様、安心・安全に配慮した設計仕様、日本らしさを取り入れた意匠提案等の商品性が購入者に高く評価され

ています。 

 レジデンス各棟では、四季を表す桜などの植栽を採用。また、ベトナムでも近年人気が高まる「温泉」を取り入れ、本事業の

シンボリックな共用設備として温泉施設技術提案・設計を実施、温泉施設付き住宅も企画しました。居住者以外も利用でき

る温泉施設はハノイエリアでは最大規模となり、3 月の開業以降、お子様から高齢者の方まで幅広い年齢層の方が来館する人気

施設となっています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真上：温泉施設 竣工写真、写真下：木質を取り入れた共用設備（小上がり・ブックラウンジ）】 

所在地 ベトナム社会主義共和国 フンエン省 

交通 ハノイ中心部より直線距離にて約 11km（車で約 30 分） 

面積 敷地面積：約 40,000 ㎡／延床面積：約 300,000 ㎡ 

総戸数 2,841 戸（住宅：2,623 戸、商業区画：218 戸） 

スケジュール 全体竣工：2024 年 3 月 

引渡し：2023 年 12 月～2024 年（予定） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【桜も取り入れたレジデンスの植栽 完成イメージ】 

 

（２）日本のノウハウを活かした KAIZEN 提案 

当社では、日本国内での知見を海外での不動産開発にも活かし、商品開発、施工管理、販売の各過程で、課題

を分析し、改善を加えていく一連のプロセスとして「KAIZEN」提案を実施し、チェックリストの遵守や現場巡回等、設計

や施工の工程を見直し、設計品質の向上や不具合の回避に努めています。本プロジェクトにおいても Eco 社の過去実

績を踏まえ、防音・漏水・湿気・安全対策等について、当社が日本で培ってきたノウハウを基に、複数の KAIZEN 提案を行い、

住民がより心地よく快適に過ごすことができる住まいづくりにこだわりました。 

 

（３）住戸引渡し後も、安心で充実した暮らしに寄与 

 住戸引渡し後も居住者に安心で利便性が高い充実した暮らしを提供するため、建物の管理会社はサービス品質の

高い日系管理運営会社を採用しています。また、街区内 500ｍにわたる約 200 店舗の商業区画には、今後居住者

の生活利便性を高める商業テナントの入居を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【当社街区内の商業区画 完成イメージ】 



 

 

【本プロジェクトの広域図、現地俯瞰図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオンモール 

ロンビエン ハノイ駅 

国会議事堂 
日本大使館 

至ノイバイ国際空港 

ホン川 

タイ湖(西湖) 

第 3 環状道路 

ベトナム国際会議場 

イオンモール 

ハドン 

CBD より直線 11km ハノイ・ハイフォン高速道路 



 

 

３. 「Ecopark プロジェクト」について 

本プロジェクトは、全体敷地約 500ha のベトナム国内最大規模のタウンシップ開発であり、2030 年に全街区の完

成が予定されています。住宅・オフィス・商業施設・学校・公園などの機能を備え、敷地内には、８つのスーパーマーケット

（うち 4 施設は日系企業運営）、教育施設として私立学校、インターナショナルスクール、大学、日系大学付属病院

などが所在。また、川に囲まれた好立地により敷地面積のおよそ 1/5（約 100ha 超）が緑や水辺といった豊富な自

然が占めており、都市機能と自然を兼ね備えた一大都市として 10 年以上の歳月をかけて開発が推進されています。 

 

４.今後のベトナムでの事業展開について 

当社では中長期経営計画の中で海外事業を成長分野の一つと位置付け、2031 年 3 月期までに海外事業への約

5,500 億円の投資と、同期間までに海外事業による利益比率を全体の 15％以上を目指す方針を掲げています。 

現在、ベトナムにおいて、ホーチミンエリア・ハノイエリアを中心に、これまで住宅・オフィス合計 8 物件（住宅総戸数約

3 万戸）の事業に参画しており、進出済の海外事業国において最大規模となります。 

今後もベトナムを重点対象国の一つとして捉え、各エリアにおいて住宅・オフィス事業を推進し、お客様や地域社会に

対して付加価値を提供してまいります。 

 

【ご参考】Ecopark 社概要 

会社名 Ecopark Corporation Joint Stock Company 

本社 Ecopark Office, Ecopark Township, Xuan Quan Commune,  

Van Giang District, Hung Yen Province. 

従業員数 700 名 

事業内容 2003 年設立。（当時の社名は Vihajico）大規模タウンシップ「Ecopark プロジェクト」の開発事業者と

して、ハノイ不動産業界で実績を持つ。「Ecopark プロジェクト」は緑と水辺の多い自然環境の揃う、環境

重視型タウンシップをコンセプトに開発が進む。また、スマートシティの取組を推進しており、グループ会社

ECOTEK とともに、バスアプリケーションシステムや自動運転車両システムの開発を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


